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(57)【要約】
【課題】ディーゼル排ガス中のパティキュレートを触媒
反応によって燃焼除去する排ガス浄化フィルタにおいて
、触媒のパティキュレート燃焼活性が低い、高温排ガス
によって触媒が劣化するという課題があり、無機酸化物
、金属酸化物、アルカリ金属硫酸塩を別々に均一担持す
る製造方法によって、高いパティキュレート燃焼活性と
熱耐久性を有する排ガス浄化フィルタを提供することを
目的とする。
【解決手段】排ガス浄化フィルタの三次元構造体の隔壁
に、無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属硫酸塩の順
に担持する担持方法および乾燥ムラ抑制による均一担持
方法によって、パティキュレートと触媒の接触確率を向
上させると共に、材料同士の反応を抑制させ、各触媒の
機能が発揮十分できるようになり、また、各触媒が安定
化するため、パティキュレート燃焼活性が高く、熱耐久
性を向上させた排ガス浄化フィルタが得られる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
多孔体の隔壁によって多数のセルに仕切られ、セル両端のうち一方を交互にプラグで栓詰
めされている三次元構造体の隔壁に、無機酸化物を担持し、次いで金属酸化物を担持し、
最後にアルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を担持したことを
特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法。
【請求項２】
ゾルを出発原料として無機酸化物を担持したことを特徴とする請求項１に記載の排ガス浄
化フィルタの製造方法。
【請求項３】
金属塩を出発原料として金属酸化物を担持したことを特徴とする請求項１に記載の排ガス
浄化フィルタの製造方法。
【請求項４】
無機酸化物のゾルを用いて三次元構造体の隔壁に添着させることを特徴とする、請求項１
または２に記載の排ガス浄化フィルタの製造方法。
【請求項５】
金属塩を溶解させた水溶液を用いて三次元構造体の隔壁に添着させることを特徴とする、
請求項１または３に記載の排ガス浄化フィルタの製造方法。
【請求項６】
アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液を用
いて三次元構造体の隔壁に添着させることを特徴とする、請求項１に記載の排ガス浄化フ
ィルタの製造方法。
【請求項７】
無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸
塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液、を用いて三次元構造体
の隔壁に添着させる際、三次元構造体及び水溶液の周囲の雰囲気を減圧することを特徴と
する、請求項１乃至６のいずれかに記載の排ガス浄化フィルタの製造方法。
【請求項８】
無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸
塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液、を用いて三次元構造体
の隔壁に添着させた後、三次元構造体を吸湿性材料と接触させて、余剰な水溶液を除去す
ることを特徴とする、請求項１乃至７のいずれかに記載の排ガス浄化フィルタの製造方法
。
【請求項９】
無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸
塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液、を用いて三次元構造体
の隔壁に添着させた後、三次元構造体に遠心力を加えることによって、余剰な水溶液を除
去することを特徴とする、請求項１乃至７のいずれかに記載の排ガス浄化フィルタの製造
方法。
【請求項１０】
無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸
塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液、を用いて三次元構造体
の隔壁に添着させた後、余剰な水溶液を除去し、凍結乾燥することを特徴とする、請求項
１乃至９のいずれかに記載の排ガス浄化フィルタの製造方法。
【請求項１１】
凍結乾燥する際、乾燥前に液体窒素に浸漬させ、予め三次元構造体を凍結させ、減圧乾燥
することを特徴とする、請求項１０に記載の排ガス浄化フィルタの製造方法。
【請求項１２】
７００～９００℃の焼成温度で無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／
またはアルカリ土類金属の硫酸塩を担持したことを特徴とする、請求項１乃至１２のいず
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れかに記載の排ガス浄化フィルタの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディーゼルエンジンから排出される排ガス中に含まれるパティキュレート（
固体状炭素微粒子、液体あるいは固体状の高分子量炭化水素微粒子）を燃焼して排ガスを
浄化する排ガス浄化フィルタの製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ディーゼルエンジンから排出される排ガスに含まれるパティキュレートは、その粒子径
がほぼ１μｍ以下で大気中に浮遊しやすく、呼吸時に人体に取り込まれやすい。
【０００３】
　また、このパティキュレートは発ガン性物質も含んでいることから、ディーゼルエンジ
ンから排出されるパティキュレートに対する規制が強化されつつある。
【０００４】
　排ガスからのパティキュレートを除去する排ガス浄化触媒として、排ガス流にディーゼ
ルパティキュレートフィルタ（以下、ＤＰＦ）がある。ＤＰＦとは、セラミックスなどの
多孔質材料からなる隔壁によって区画された排ガス流路となる複数のセルを有する三次元
構造体であり、セル両端のうち一方を交互にプラグで栓詰めされているハニカムフィルタ
である。ディーゼルエンジンから排出される排ガスがＤＰＦの多数のセル内に流入し、多
孔質材料の隔壁を排ガスが通過する際に隔壁表面及び隔壁に存在する細孔内の壁面に排ガ
ス中に含まれるパティキュレートが捕集される仕組みになっている。
【０００５】
　パティキュレートを捕集するだけではＤＰＦの圧損が上昇しエンジンに悪影響を及ぼす
ため、一般的にはＤＰＦに金属酸化物などを含む排ガス浄化触媒を担持し、触媒によって
ＤＰＦに捕集されたパティキュレートを酸化燃焼させることでガスへと分解している。こ
れによってエンジンから排出されるパティキュレートを連続的に捕集・分解することが可
能になる。また、排ガス程度の低温でパティキュレートを酸化燃焼できる高活性な排ガス
浄化触媒が求められており様々な触媒が考案されている。
【０００６】
　特許文献１には、ＣｕとＶを含む複合金属酸化物からなる排ガス浄化触媒が開示されて
いる。
【０００７】
　特許文献２には、Ｃｕ、Ｖ、Ｍｏ等の金属酸化物にアルカリ金属を添加した排ガス浄化
触媒が開示されている。
【特許文献１】特開昭５８－１４３８４０号公報
【特許文献２】特開昭５８－１７４２３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このような従来の排ガス浄化フィルタには、以下の課題があった。
【０００９】
　特許文献１に記載の排ガス浄化触媒およびこれを担持した排ガス浄化フィルタは、パテ
ィキュレートの燃焼活性が低いため、排ガス浄化フィルタに捕集したパティキュレートを
排ガス温度程度の低温で燃焼することができない。
【００１０】
　特許文献２に記載の排ガス浄化触媒およびこれを担持した排ガス浄化フィルタは、排ガ
ス浄化フィルタを製造する際の焼成過程において、共存する他の金属酸化物と反応して活
性の低い複合金属酸化物となって、高活性な触媒を得ることができない。
【００１１】
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　本発明は、上記の従来の課題を解決するものであり、排ガス浄化フィルタの三次元構造
体の隔壁に、無機酸化物を担持し、次いで金属酸化物を担持し、最後にアルカリ金属硫酸
塩を担持することによって、酸化触媒とパティキュレートとの接触確率を向上させること
ができると共に、材料同士の反応を抑制することができ、パティキュレート燃焼活性が高
く、熱耐久性を向上させた排ガス浄化フィルタの製造方法を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の排ガス浄化フィルタの製造方法は上記目的を達成するために、本発明が講じた
第１の課題解決手段は、多孔体の隔壁によって多数のセルに仕切られ、セル両端のうち一
方を交互にプラグで栓詰めされている三次元構造体の隔壁に、無機酸化物を担持し、次い
で金属酸化物を担持し、最後にアルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の
硫酸塩を担持したことを特徴とするものである。
【００１３】
　また、第２の課題解決手段は、ゾルを出発原料として無機酸化物を担持したことを特徴
とするものである。
【００１４】
　また、第３の課題解決手段は、金属塩を出発原料として金属酸化物を担持したことを特
徴とするものである。
【００１５】
　また、第４の課題解決手段は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液を用いて三次元構
造体の隔壁に添着させることを特徴とするものである。
【００１６】
　また、第５の課題解決手段は、金属塩を溶解させた水溶液を用いて三次元構造体の隔壁
に添着させることを特徴とするものである。
【００１７】
　また、第６の課題解決手段は、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属
の硫酸塩を溶解させた水溶液を用いて三次元構造体の隔壁に添着させることを特徴とする
ものである。
【００１８】
　また、第７の課題解決手段は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解さ
せた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させ
た水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させる際、三次元構造体及び水溶液の周囲
の雰囲気を減圧することを特徴とするものである。
【００１９】
　また、第８の課題解決手段は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解さ
せた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させ
た水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させた後、三次元構造体を吸湿性材料と接
触させて、余剰な水溶液を除去することを特徴とするものである。
【００２０】
　また、第９の課題解決手段は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解さ
せた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させ
た水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させた後、三次元構造体に遠心力を加える
ことによって、余剰な水溶液を除去することを特徴とするものである。
【００２１】
　また、第１０の課題解決手段は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解
させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解さ
せた水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させた後、余剰な水溶液を除去し、凍結
乾燥することを特徴とするものである。
【００２２】
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　また、第１１の課題解決手段は、凍結乾燥する際、乾燥前に液体窒素に浸漬させ、予め
三次元構造体を凍結させ、減圧乾燥することを特徴とするものである。
【００２３】
　また、第１２の課題解決手段は、７００～９００℃の焼成温度で無機酸化物、金属酸化
物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を担持したことを特
徴とするものである。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の排ガス浄化フィルタの製造方法によれば、排ガス浄化フィルタの三次元構造体
の隔壁に、無機酸化物を担持し、次いで金属酸化物を担持し、最後にアルカリ金属硫酸塩
を均一に担持することによって、酸化触媒とパティキュレートとの接触確率を向上させる
ことができると共に、材料同士の反応を抑制することができ、パティキュレート燃焼活性
が高く、熱耐久性を向上させた排ガス浄化フィルタを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　本発明の請求項１に記載の発明は、多孔体の隔壁によって多数のセルに仕切られ、セル
両端のうち一方を交互にプラグで栓詰めされている三次元構造体の隔壁に、無機酸化物を
担持し、次いで金属酸化物を担持し、最後にアルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカ
リ土類金属の硫酸塩を担持したことを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００２６】
　この製造方法によって、排ガス中に含まれるパティキュレートと、アルカリ金属硫酸塩
および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩との接触確率が向上するようになるため、ＤＰ
Ｆにう捕集されたパティキュレートを排ガス温度程度の低温で効率良く酸化燃焼すること
ができるようになる。
【００２７】
　また、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を選択すること
によって、硝酸塩、酢酸塩、炭酸塩、塩化物等に比べて熱的に最も安定で高い耐熱性を有
し、かつ硫黄酸化物による耐被毒性に優れた硫酸塩を使用することで、パティキュレート
の燃焼に対して高い触媒活性を維持することができるようになる。
【００２８】
　また、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩と、金属酸化物
とが均一に接触した状態で担持されることで、金属酸化物の触媒活性を高めることができ
、ＤＰＦに捕集されたパティキュレートを排ガス温度程度の低温で燃焼分解させることで
きるようになる。
【００２９】
　また、多孔壁の隔壁に担持された無機酸化物が有する高い表面積によって、無機酸化物
表面に担持される金属酸化物やアルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の
硫酸塩の表面積が増大し、ＤＰＦに捕集されたパティキュレートとの接触確率が向上する
ようになるため、パティキュレートを排ガス温度程度の低温で効率良く酸化燃焼すること
ができるようになる。
【００３０】
　また、多孔壁の隔壁に担持された無機酸化物は耐熱性が高いため、無機酸化物表面に担
持される金属酸化物やアルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を
担持することによって、長期間高温排ガスに暴露されても安定化した状態を維持できるよ
うになる。
【００３１】
　また、多孔壁の隔壁に、無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／また
はアルカリ土類金属の硫酸塩の順に別々の担持工程を経ることによって、各担持工程で各
原料が確実に均一に担持されるため、各材料同士が反応して触媒機能を低下することが無
くなり、各触媒機能が十分発揮できる安定化した状態で担持されるため、パティキュレー



(6) JP 2010-46577 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

トを排ガス温度程度の低温で効率良く酸化燃焼することができるようになると共に、熱耐
久性を向上させることができるようになる。
【００３２】
　本発明の請求項２に記載の発明は、ゾルを出発原料として無機酸化物を担持したことを
特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００３３】
　この製造方法によって、請求項１の作用に加えて、一次粒子径が５０ｎｍ以下のゾルを
出発原料とすることで、三次元構造体の隔壁に存在する２０μｍ程度の細孔内に容易に浸
透させることができるため、浸透させたゾルを焼結させることによって、三次元構造体の
隔壁に存在する細孔径を任意に調節することが可能になり、ＤＰＦのパティキュレートの
捕集効率を調節したり、圧力損失を調節したりすることができるようになる。
【００３４】
　また、三次元構造体の隔壁に容易に浸透させることができるため、無機酸化物を均一に
担持することが可能になり、パティキュレートの捕集効率がＤＰＦ全体で均一になるため
、パティキュレートの燃焼に伴うＤＰＦの温度上昇が均一化し、温度勾配が原因で発生す
るクラックや溶損などを防止することが可能になる。
【００３５】
　本発明の請求項３に記載の発明は、金属塩を出発原料として金属酸化物を担持したこと
を特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００３６】
　種々の金属を酸化触媒として利用する際に、種々の金属を含む粒子を水に分散させたス
ラリーを用いて三次元構造体に添着することもできるが、触媒活性を向上させるためには
、粒子をナノオーダーレベルの非常に細かい粒子径にまで微粉砕しなければならないし、
また、微粉化できたとしてもスラリー中で種々の金属を含む粒子を１次粒子として分散さ
せなければ均一に担持させることは実現できない。これに対して、種々の金属塩を出発原
料とし、水溶液として溶解することができれば粒子の分散スラリーと比べて非常に均一な
水溶液となり、三次元構造体の隔壁に均一に添着することが可能になる。
【００３７】
　なお、添着とは、目的原料の水溶液あるいは分散液を三次元構造体の隔壁に浸透させ、
余剰液を除去し、乾燥したまでの状態のことを指し、担持とは、目的原料を添着した状態
に熱を加えて水や塩などの揮発成分を除去する「か焼」と、目的原料にさらに高温を与え
て状態を変化させ、酸化物としたり、他の物質と固溶させたりする「焼成」まで行った状
態のことを指している。
【００３８】
　本発明の請求項４に記載の発明は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液を用いて三次
元構造体の隔壁に添着させることを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００３９】
　この製造方法によって、請求項１の作用に加えて、ゾルを原料とすることで無機酸化物
の表面積を大きくすることができ、無機酸化物表面上に金属酸化物、アルカリ金属の硫酸
塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を担持することができるようになるため、排
ガス浄化触媒の表面積が大きくなり、パティキュレートとの接触確率が増えることによっ
て触媒活性を向上させることができるようになる。
【００４０】
　また、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩が
無機酸化物表面との境界層で適度に固溶して複合化することによって触媒が安定化し、長
期間に渡って暴露される高温の排ガスに対する耐久性が向上する。
【００４１】
　また、排ガス浄化触媒をＤＰＦなどの多孔質材料からなるフィルタに担持する場合にお
いて、ゾルであれば一次粒子径が５０ｎｍ以下と小さく、フィルタの細孔内（平均細孔径
が約２０μｍ程度）にもゾルを分散させて均一に担持することができるようになり、確実
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に無機酸化物が触媒とフィルタ材料との中間層となるので、触媒とフィルタ材料が反応す
ることによって生じる触媒活性の低下を抑制することが可能になる。
【００４２】
　本発明の請求項５に記載の発明は、金属塩を溶解させた水溶液を用いて三次元構造体の
隔壁に添着させることを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００４３】
　この製造方法によって、金属塩を溶解させた水溶液を、三次元構造体の隔壁に存在する
２０μｍ程度の細孔内に容易に浸透させることができるため、金属塩を均一に添着するこ
とが可能になり、添着させた金属塩を焼成することによって金属酸化物を均一に担持する
ことが可能になる。これによって、金属酸化物によるパティキュレートの燃焼がＤＰＦ全
体で行われるようになり、パティキュレートに対する燃焼活性が高い排ガス浄化フィルタ
となる。
【００４４】
　また、パティキュレートの燃焼反応がＤＰＦ全体で均一に起こるため、パティキュレー
トの燃焼と堆積がＤＰＦ全体で常に安定化し、局所的な温度上昇が原因で発生する触媒劣
化を防止し、耐久性に優れた排ガス浄化フィルタとなる。
【００４５】
　本発明の請求項６に記載の発明は、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類
金属の硫酸塩を溶解させた水溶液を用いて三次元構造体の隔壁に添着させることを特徴と
する排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００４６】
　この製造方法によって、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸
塩を溶解させた水溶液を、三次元構造体の隔壁に存在する２０μｍ程度の細孔内に容易に
浸透させることができるため、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の
硫酸塩を均一に添着することが可能になり、添着させたアルカリ金属の硫酸塩および／ま
たはアルカリ土類金属の硫酸塩を焼成することによってアルカリ金属の硫酸塩および／ま
たはアルカリ土類金属の硫酸塩を均一に担持することが可能になる。これによって、アル
カリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩によるパティキュレートの燃
焼がＤＰＦ全体で行われるようになり、パティキュレートに対する燃焼活性が高い排ガス
浄化フィルタとなる。
【００４７】
　また、パティキュレートの燃焼反応がＤＰＦ全体で均一に起こるため、パティキュレー
トの燃焼と堆積がＤＰＦ全体で常に安定化し、局所的な温度上昇が原因で発生する触媒劣
化を防止し、耐久性に優れた排ガス浄化フィルタとなる。
【００４８】
　本発明の請求項７に記載の発明は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶
解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解
させた水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させる際、三次元構造体及び水溶液の
周囲の雰囲気を減圧することを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００４９】
　この製造方法によって、三次元構造体の隔壁に存在する細孔内の気体や水溶液に含まれ
る気体を減圧することによって除去し、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を
溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶
解させた水溶液を効率良く三次元構造体の隔壁に存在する細孔内に浸透させることによっ
て均一に無機酸化物や、金属酸化物や、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土
類金属の硫酸塩を均一に担持することができるようになり、ＤＰＦに堆積したパティキュ
レートと酸化触媒との接触性が向上し、より低い排ガス温度でパティキュレートを燃焼除
去することができる排ガスフィルタを製造することができるようになる。
【００５０】
　三次元構造体の隔壁には非常に多くの細孔が存在するためそのまま水溶液と接触させて
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も細孔内の気体が押出されないまま留まってしまい、気体が留まってしまった空間には水
溶液が充填されず、言い換えれば充填されない隔壁の表面は水溶液で濡れないことになり
無機酸化物や、金属酸化物や、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の
硫酸塩を均一に担持することは実現できない。このような理由から減圧操作することは非
常に重要な製造プロセスとなる。
【００５１】
　本発明の請求項８に記載の発明は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶
解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解
させた水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させた後、三次元構造体を吸湿性材料
と接触させて、余剰な水溶液を除去することを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法
である。
【００５２】
　この製造方法によって、三次元構造体の隔壁に存在する細孔内に浸透した無機酸化物の
ゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／ま
たはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液を均一に除去することによって均一に
無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸
塩が担持され、堆積したパティキュレートと酸化触媒との接触性が向上し、より低い排ガ
ス温度でパティキュレートを燃焼除去することができる排ガスフィルタを製造することが
できるようになる。
【００５３】
　一般的に余剰液の除去方法としてエアブローなどが挙げられるが、エアブローで余剰な
水溶液を除去すると、三次元構造体に保持されている水溶液の一部がエアへと蒸発し、三
次元構造体の部分的な乾燥が進行する。部分的な乾燥が進行すると乾燥した部分に水溶液
が移動するためそれに伴って水溶液中の無機酸化物、金属塩、アルカリ金属の硫酸塩およ
び／またはアルカリ土類金属の硫酸塩も移動し、結局、三次元構造体への無機酸化物、金
属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩の担持ムラが
生じる。排ガスが均等に排ガス浄化フィルタ内に流入したとしても、排ガス浄化フィルタ
内の無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の
硫酸塩の担持にムラが存在する場合、それによって酸化触媒とパティキュレートとの接触
性が低下してパティキュレートの燃焼が不均一になり、燃焼不十分な箇所においてはパテ
ィキュレートが目詰まりし、排ガス浄化フィルタの圧力損失が上昇したり、最悪は溶損し
たりする虞がある。
【００５４】
　こういったパティキュレートの不均一な燃焼を防止するために三次元構造体には均一に
無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸
塩を担持する必要が有る。無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水
溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶
液が浸透した三次元構造体を吸湿性材料と接触させることにより、部分的な乾燥を防止し
ながら余剰の水溶液を三次元構造体から吸湿性材料へと移動させることができる。吸湿性
材料としては、不織布などを用いることができる。
【００５５】
　本発明の請求項９に記載の発明は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶
解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解
させた水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させた後、三次元構造体に遠心力を加
えることによって、余剰な水溶液を除去することを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造
方法である。
【００５６】
　この製造方法によって、三次元構造体の隔壁に存在する細孔内に浸透した、無機酸化物
のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／
またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液を均一に除去することによって均一
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に無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫
酸塩を担持することができるようになり、堆積したパティキュレートと酸化触媒との接触
性が向上し、より低い排ガス温度でパティキュレートを燃焼除去することができる排ガス
フィルタを製造することができるようになる。
【００５７】
　三次元構造体の隔壁に存在する細孔内に浸透した水溶液に直接遠心力が加えることによ
って水溶液がバルクとして三次元構造体の外に押出されるため、蒸発を防止し部分的な乾
燥をさせることなく三次元構造体から余剰の水溶液を除去することが可能になる。なお、
三次元構造体から余剰の水溶液を遠心力によって除去し、さらに三次元構造体を吸湿性材
料と接触させることで余剰液を完全に除去しても良い。
【００５８】
　本発明の請求項１０に記載の発明は、無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を
溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶
解させた水溶液、を用いて三次元構造体の隔壁に添着させた後、余剰な水溶液を除去し、
凍結乾燥することを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００５９】
　この製造方法によって、三次元構造体に保持された水溶液を凍結させた後、三次元構造
体の周囲を減圧することによって凍結した水溶液が、固体状態から気体状態へと昇華しな
がら乾燥するため、三次元構造体の部分的な乾燥を防止し、乾燥時の無機酸化物、金属塩
、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩の移動を抑制すること
ができ、より均一に無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアル
カリ土類金属の硫酸塩を担持することができるようになり、堆積したパティキュレートと
酸化触媒との接触性が向上し、より低い排ガス温度でパティキュレートを燃焼除去するこ
とができる排ガスフィルタを製造することができるようになる。
【００６０】
　フィルタを凍結させる手段としては、真空凍結乾燥装置などを用い、減圧して溶媒を気
化させることでその際に奪われる気化熱によりよって三次元構造体及び保持された水溶液
を凍結させることができる。
【００６１】
　本発明の請求項１１に記載の発明は、凍結乾燥する際、乾燥前に液体窒素に浸漬させ、
予め三次元構造体を凍結させ、減圧乾燥することを特徴とする排ガス浄化フィルタの製造
方法である。
【００６２】
　この製造方法によって、瞬間的に三次元構造体を凍結させることができ、三次元構造体
に保持される水溶液の蒸発を防止し、それによって乾燥時の無機酸化物、金属塩、アルカ
リ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩の移動を抑制することができる
ようになり、堆積したパティキュレートと酸化触媒との接触性が向上し、より低い排ガス
温度でパティキュレートを燃焼除去することができる排ガスフィルタを製造することがで
きるようになる。
【００６３】
　液体窒素はその温度が７７Ｋ（－１９６℃）と非常に低温であるため、三次元構造体に
保持された無機酸化物のゾルを分散させた水溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ
金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を溶解させた水溶液を瞬間的に凍
結させるには十分な低温域である。
【００６４】
　また、液体窒素は比較的容易かつ安価に入手できるため、製造コストを抑え安価な排ガ
ス浄化フィルタを提供することができる。
【００６５】
　また、三次元構造体内に液体窒素を注ぎ込んだり、液体窒素内に三次元構造体を投入し
たりと、比較的容易な方法で三次元構造体に保持された無機酸化物のゾルを分散させた水



(10) JP 2010-46577 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

溶液、金属塩を溶解させた水溶液、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金
属の硫酸塩を溶解させた水溶液を瞬間的に凍結させることができる。
【００６６】
　なお、低温な液体や気体であればどんなものでも適用可能で、液体窒素（温度は７７Ｋ
）、液体酸素（温度は９０Ｋ）、液体アルゴン（温度は８７Ｋ）、液体水素（温度は２０
Ｋ）、ドライアイスとエチルアルコールやドライアイスとエチルエーテルなどから得られ
る低温液体やドライアイスなどの冷温固体で冷却した空気や冷凍サイクルで得た冷却空気
やペルチェ素子で得た冷却空気やボルテック効果を利用した冷却空気を用いても良い。こ
こでいう低温とは－２０℃（２５３Ｋ）程度以下のことを言い、これより高いと瞬間的に
凍結させることが難しく、また凍結してもすぐに溶けてしまうので好ましくない。
【００６７】
　本発明の請求項１２に記載の発明は、７００～９００℃の焼成温度で無機酸化物、金属
酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩を担持したこと
を特徴とする排ガス浄化フィルタの製造方法である。
【００６８】
　この製造方法によって、請求項１乃至１１の作用に加えて、多孔壁の隔壁に、無機酸化
物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩の順に
７００～９００℃の範囲の焼成温度で別々に担持することによって、各担持工程で各原料
が確実に目的の状態となって担持されるようになり、各材料同士が反応して触媒機能を低
下することが無くなり、各触媒機能が十分発揮できる安定化した状態で担持されるため、
パティキュレートを排ガス温度程度の低温で効率良く酸化燃焼することができるようにな
ると共に、熱耐久性を向上させることができるようになる。
【００６９】
　また、７００℃以下の焼成温度では、使用中に触媒組成などが変化し、触媒活性が低下
する虞があるので好ましくない。逆に、９００℃以上の高温で処理する場合、触媒自体の
活性が低下したり、触媒を担持するセラミックスの三次元構造体などに損傷を与えたりす
る虞があるので好ましくない。
【００７０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００７１】
　（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態の排ガス浄化フィルタを表す図である。
【００７２】
　本発明の排ガス浄化フィルタは、多孔質な三次元構造体（例として、コージェライトや
炭化珪素などの材質からなるもの）の隔壁１によって多数のセル２に仕切られ、セル２両
端のうち一方を交互にプラグ３で栓詰めされ、排ガス４が隔壁１を通過する構造となって
いて、排ガス４中のパティキュレートが隔壁１に捕集されると同時に、隔壁１に担持され
た触媒によって酸化燃焼される仕組みになっている。無機酸化物５を担持し、次いで金属
酸化物６を担持し、最後にアルカリ金属の硫酸塩７を担持した排ガス浄化フィルタである
。
【００７３】
　無機酸化物５としては、マグネシア、アルミナ、シリカ、カルシア、チタニアなどが挙
げられる。これら無機酸化物５は表面積が大きく、これらを触媒担体として用いることで
、酸化触媒を無機酸化物５上に高分散に担持し、長期に渡って高分散の状態を維持するこ
とができると共に、排ガス中のパティキュレートと酸化触媒との接触効率を高めることが
できるようになる。
【００７４】
　金属酸化物６としては、銅を含んだもの、バナジウムあるいはモリブデンを含んだもの
、銅とバナジウムの両方を含んだもの、銅とモリブデンの両方を含んだものが挙げられる
。
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【００７５】
　銅とバナジウムの両方を含んだものの場合、銅の一部を、あるいはバナジウムの一部を
リチウム、ナトリウム、マグネシウム、カリウム、カルシウム、クロム、マンガン、鉄、
コバルト、ニッケル、亜鉛、ストロンチウム、セシウム、バリウム、モリブデン、タング
ステンのいずれか一つ以上と置換しても同様の触媒活性が得られる。置換する割合として
は、銅に対して０．００１～０．３％であり、０．００１％より小さくなると、一部の結
晶構造を崩して、原子間の酸素の出入りが促進される効果が無くなるため、効率的にパテ
ィキュレートに酸素を与えて酸化させることができなくなる。また、０．３％より大きく
すると、触媒の結晶構造が完全に崩れてしまうため触媒活性が低下してしまう。
【００７６】
　銅とモリブデンの両方を含んだものの場合についても、銅の一部を、あるいはモリブデ
ンの一部をリチウム、ナトリウム、マグネシウム、カリウム、カルシウム、クロム、マン
ガン、鉄、コバルト、ニッケル、亜鉛、ストロンチウム、セシウム、バリウム、タングス
テンのいずれか一つ以上と置換しても同様の触媒活性が得られる。置換する割合としては
、銅に対して０．００１～０．３％であり、０．００１％より小さくなると、一部の結晶
構造を崩して、原子間の酸素の出入りが促進される効果が無くなるため、効率的にパティ
キュレートに酸素を与えて酸化させることができなくなる。また、０．３％より大きくす
ると、触媒の結晶構造が完全に崩れてしまうため触媒活性が低下してしまう。
【００７７】
　また、金属酸化物として銅とバナジウムのみを含んだものの場合、銅とバナジウムの複
合酸化物としてＣｕＶ2Ｏ6の結晶構造が最もパティキュレートに対する燃焼活性が高く、
かつ、熱耐久性や耐硫黄被毒性が高いものとなる。従って、最も好ましい銅とバナジウム
のモル比としては、１：２である。銅とバナジウムのモル比が２：１～１：３．５の範囲
であればパティキュレートに対する燃焼活性が高く、熱耐久性や耐硫黄被毒性についても
たかいものとなるため好ましい。
【００７８】
　アルカリ金属としては、リチウム、ナトリウム、カリウム、セシウムが挙げられる。そ
の中でも、セシウムを選択するとパティキュレートの触媒燃焼活性が最も高くなる。リチ
ウム、ナトリウム、カリウムに関してはほぼ同等の触媒燃焼活性が得られる。また、アル
カリ金属の硫酸塩７を選択することによって、硝酸塩、酢酸塩、炭酸塩、塩化物等に比べ
て熱的に最も安定で高い耐熱性を有し、かつ硫黄酸化物による耐被毒性に優れた硫酸塩を
使用することで、パティキュレートの燃焼に対して高い触媒活性を維持することができる
ようになる。
【００７９】
　また、金属酸化物が銅バナジウムの複合酸化物ＣｕＶ2Ｏ6で、アルカリ金属の硫酸塩が
硫酸セシウムの場合、金属酸化物とアルカリ金属の硫酸塩のモル比は１：１がパティキュ
レートの燃焼活性が最も高く、最も好ましい。金属酸化物とアルカリ金属の硫酸塩のモル
比が、１．５：１～１：１．５であればパティキュレートの燃焼活性は高いためこの範囲
となる混合比も好ましい。
【００８０】
　アルカリ土類金属としては、カルシウム、ストロンチウム、バリウムが挙げられる。こ
れらのいずれを用いてもほぼ同等の触媒燃焼活性が得られる。また、アルカリ土類金属の
硫酸塩を選択することによって、硝酸塩、酢酸塩、炭酸塩、塩化物等に比べて熱的に最も
安定で高い耐熱性を有し、かつ硫黄酸化物による耐被毒性に優れた硫酸塩を使用すること
で、パティキュレートの燃焼に対して高い触媒活性を維持することができるようになる。
【００８１】
　多孔質な三次元構造体の隔壁１に無機酸化物５を担持し、次いで金属酸化物６を担持し
、最後にアルカリ金属の硫酸塩７を担持した排ガス浄化フィルタの製造方法としては、以
下の通りである。
【００８２】
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　まず始めに、無機酸化物の出発原料となる、マグネシア、アルミナ、シリカ、カルシア
、チタニアを含むゾルを用意し、多孔質な三次元構造体であるＤＰＦを含浸した状態で真
空ポンプを用いて１００ｈＰａで５分間脱泡を行いながらゾルを添着させた後、吸水シー
トにＤＰＦを押し当てて余剰のゾルを除去し、ＤＰＦを液体窒素に投入して瞬時にゾルを
凍結させ、凍結させたＤＰＦを真空乾燥機内に設置して真空乾燥し、大気雰囲気下におい
て８００℃５時間焼成して無機酸化物をＤＰＦの隔壁に担持させた。
【００８３】
　次に、金属酸化物の出発原料となる金属塩を適量溶解させた水溶液を用意し、無機酸化
物を担持したＤＰＦを用意した溶液に含浸した状態で真空ポンプを用いて１００ｈＰａで
５分間脱泡を行いながら添着させた後、吸水シートにＤＰＦを押し当てて余剰の溶液を除
去し、ＤＰＦを液体窒素に投入して瞬時にゾルを凍結させ、凍結させたＤＰＦを真空乾燥
機内に設置して真空乾燥し、大気雰囲気下において８００℃５時間焼成して金属酸化物を
ＤＰＦの隔壁に担持させた。
【００８４】
　次に、アルカリ金属の硫酸塩の溶液を用意し、金属酸化物及び無機酸化物を担持したＤ
ＰＦを用意した溶液に含浸した状態で真空ポンプを用いて１００ｈＰａで５分間脱泡を行
いながら添着させた後、吸水シートにＤＰＦを押し当てて余剰溶液を除去し、ＤＰＦを液
体窒素に投入して瞬時にゾルを凍結させ、凍結させたＤＰＦを真空乾燥機内に設置して真
空乾燥し、大気雰囲気下において８００℃５時間焼成してアルカリ金属の硫酸塩をＤＰＦ
の隔壁に担持させて排ガス浄化フィルタを得た。
【００８５】
　なお、アルカリ金属の硫酸塩の代わりに、アルカリ土類金属の硫酸塩を用いてもよく、
また、アルカリ金属の硫酸塩、アルカリ土類金属の硫酸塩同時に用いる場合にも、本発明
のように無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫酸塩およびアルカリ土類金属の硫酸
塩の順にＤＰＦの隔壁に担持したほうが好ましい。
【００８６】
　このような製造方法を経ることによって、無機酸化物、金属酸化物、アルカリ金属の硫
酸塩および／またはアルカリ土類金属の硫酸塩の順に均一にＤＰＦの隔壁に担持すること
ができ、これによって酸化触媒とパティキュレートとの接触確率を向上させることができ
ると共に、材料同士の反応を抑制することができ、パティキュレート燃焼活性が高く、熱
耐久性を向上させた排ガス浄化フィルタとすることができる。
【実施例】
【００８７】
　以下、本発明の実施例を説明する。
【００８８】
　（実施例１）
　コージェライト片をチタニアゾル（チタニア濃度２０ｗｔ％）に含浸した状態で真空ポ
ンプを用いて１００ｈＰａで５分間脱泡を行いながら添着させ、余剰なチタニアゾルを吸
水シートに押し当てて除去した。これを液体窒素に浸してチタニアゾルを瞬時に凍結させ
、真空乾燥機内で乾燥させた。次に電気炉で、大気雰囲気下、８００℃、５時間の加熱処
理を行い、チタニア被覆コージェライト片を作製した。この作業を２回繰り返し、最終的
に被覆されたチタニアはコージェライト片に対して１９．７ｗｔ％だった。
【００８９】
　次に、硫酸銅と、酸化硫酸バナジウムとをイオン交換水に溶解させ、銅バナジウム塩水
溶液を調製した。このとき各成分の重量濃度は、硫酸銅が７．０ｗｔ％、酸化硫酸バナジ
ウムが１４．２ｗｔ％である。（銅：バナジウムのモル比は１：２）上記で作製したチタ
ニア被覆コージェライト片を、銅バナジウム塩水溶液に含浸した状態で真空ポンプを用い
て１００ｈＰａで５分間脱泡を行いながら添着させ、余剰な水溶液を吸水シートに押し当
てて除去した。これを液体窒素に浸して銅バナジウム塩水溶液を瞬時に凍結させ、真空乾
燥機内で乾燥させた。次に電気炉で、大気雰囲気下、８００℃、５時間の加熱処理を行い
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、銅バナジウム酸化物を担持した。担持された銅バナジウム酸化物はコージェライト片に
対して５．０ｗｔ％だった。
【００９０】
　次に、硫酸セシウムをイオン交換水に溶解させ、セシウム塩水溶液を調整した。このと
きの重量濃度は、２０．５ｗｔ％である。銅バナジウム酸化物担持チタニア被覆コージェ
ライト片を、セシウム塩水溶液に含浸した状態で真空ポンプを用いて１００ｈＰａで５分
間脱泡を行いながら添着させ、余剰な水溶液を吸水シートに押し当てて除去した。これを
液体窒素に浸してセシウム塩水溶液を瞬時に凍結させ、真空乾燥機内で乾燥させた。次に
電気炉で、大気雰囲気下、７００℃、５時間の加熱処理を行い、硫酸セシウムを担持した
。担持された硫酸セシウムはコージェライト片に対して９．４ｗｔ％だった。
【００９１】
　（実施例２）
　硫酸セシウムを担持する際の焼成温度を８００℃に変更したこと以外は、実施例１と同
様にして、触媒担持チタニア被覆コージェライト片を作製した。被覆されたチタニアと担
持された銅バナジウム酸化物、硫酸セシウムは、コージェライト片の重量に対してそれぞ
れ１９．７ｗｔ％、５．０ｗｔ％、９．７ｗｔ％だった。
【００９２】
　（実施例３）
　銅バナジウム塩水溶液の各成分の重量濃度を、硫酸銅が１３．９ｗｔ％、酸化硫酸バナ
ジウムが７．１ｗｔ％（銅：バナジウムのモル比は２：１）に変更したこと以外は、実施
例１と同様にして、触媒担持チタニア被覆コージェライト片を作製した。被覆されたチタ
ニアと担持された銅バナジウム酸化物、硫酸セシウムは、コージェライト片の重量に対し
てそれぞれ１９．７ｗｔ％、５．１ｗｔ％、９．４ｗｔ％だった。
【００９３】
　（実施例４）
　硫酸セシウムを担持する際の焼成温度を８００℃に変更したこと以外は、実施例３と同
様にして、触媒担持チタニア被覆コージェライト片を作製した。被覆されたチタニアと担
持された銅バナジウム酸化物、硫酸セシウムは、コージェライト片の重量に対してそれぞ
れ１９．７ｗｔ％、５．１ｗｔ％、９．８ｗｔ％だった。
【００９４】
　（比較例１）
　硫酸銅、酸化硫酸バナジウム、硫酸セシウムを水溶液に溶解させ、銅、バナジウム、硫
酸セシウムを同時に担持したこと以外は、実施例２と同様にして作製したものを比較例１
とした。被覆されたチタニアと担持された銅バナジウム酸化物と硫酸セシウムの合計は、
コージェライト片の重量に対してそれぞれ１８．４ｗｔ％、２０．９ｗｔ％だった。
【００９５】
　（比較例２）
　余剰のチタニアゾル、銅バナジウム塩水溶液、硫酸セシウム水溶液をエアブローで除去
し、１５０℃に維持した乾燥機内で乾燥したこと以外は実施例１と同様にして、触媒担持
チタニア被覆コージェライト片の作製を試みた。
【００９６】
　しかしながら、チタニアゾルを添着させたコージェライト片を１５０℃で乾燥すると、
チタニアゾル自体の温度が上昇することによってゾルの粘度が低下して、コージェライト
片への保持力が低下し、大半のチタニアゾルがコージェライト片から流れ出てしまうとい
う結果になった。銅バナジウム塩水溶液および硫酸セシウム水溶液についても同様にして
コージェライト片へ添着させた後、１５０℃で乾燥すると、コージェライト片から流れ出
てしまうことは無かったものの、コージェライト片が空気と接している外表面から乾燥が
進行するため、銅バナジウム塩水溶液や硫酸セシウム水溶液がコージェライト片の外表面
へと移動してしまい、均一に銅バナジウム塩や硫酸セシウムを添着することができないと
いう結果になった。従って、比較例２は以下に示す評価を実施しなかった。
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【００９７】
　（評価例）
　実施例１～４、比較例１に関して、熱重量分析装置を用いて、次のような性能評価試験
を行った。
【００９８】
　実施例１～４、比較例１をそれぞれメノウ乳鉢で粉砕した。得られた粉砕粉末と、模擬
パティキュレートとして市販のカーボン粉末とを、重量比で４：１となるよう混合し、さ
らにメノウ乳鉢で粉砕、混合して、評価試料とした。この試料約１０ｍｇを白金製の試料
容器に入れ、加熱時の重量変化を観察した。試験条件としては、試料室内に大気を流量１
００ｍｌ／分で流通させ、昇温速度５℃／分で室温から７００℃まで昇温した。２００℃
における重量を初期重量とし、６００℃における重量をカーボンが完全燃焼したときの重
量として、カーボン残存率を定義した。例として、性能評価試験結果の模式を図２に示す
。横軸を温度、縦軸をカーボン残存率として、プロットしている。図２のように、ある温
度以上になると急激にカーボンが燃焼し始め、完全燃焼にまで至るという重量と温度の関
係を表すプロファイルとなる。図２に示すように、カーボンの５０％が燃焼した温度をＴ
５０と定義し、比較の基準とした。Ｔ５０の温度が低いほどより低温からカーボンを燃焼
させることができるため、触媒の性能が良いことを示している。
【００９９】
　図３には、実施例１～４、比較例１における初期のＴ５０（初期とは製造直後の状態の
ことで加熱処理を与えていないもののこと）、および、７００℃、２４時間の熱負荷後の
Ｔ５０の結果を比較したものを示す。
【０１００】
　実施例１～４及び比較例１の初期のＴ５０は、約４１４℃から４１９℃の範囲に有り、
初期に関してはどの条件で製造してもパティキュレートに対する燃焼活性は高いことが分
かった。
【０１０１】
　７００℃２４時間の熱負荷後のＴ５０においては、比較例１のＴ５０が約４１℃悪化し
ており、銅バナジウム塩と硫酸セシウムを同時に添着、焼成したことによって材料同士が
反応して熱耐久性の低い複合化合物が生成した可能性が考えられる。これに対して、実施
例１～４のＴ５０から約２℃～１４℃程度の悪化に留まったことから、実施例１～４の排
ガス浄化フィルタは、熱耐久性が高いことが分かった。
【０１０２】
　さらに、実施例１と実施例２に着目すると、銅とバナジウムのモル比が１：２で製造さ
れた場合、アルカリ金属の硫酸塩を担持する際の焼成温度が７００、８００℃いずれにお
いてもそれぞれ約４℃、７℃程度の悪化であり、より好ましい結果となった。
【０１０３】
　また、実施例３に着目すると、銅とバナジウムのモル比が２：１で製造された場合、ア
ルカリ金属の硫酸塩を担持する際の焼成温度が７００℃であれば、約２℃程度の悪化であ
り、より好ましい結果となった。
【０１０４】
　ディーゼル車などに備えられるディーゼル排ガス浄化フィルタは、長期間にわたってそ
の性能が維持されることが期待されており、初期および加熱負荷後のいずれにおいても高
性能である実施例１～３の排ガス浄化フィルタは、特に優秀だと言える。
【産業上の利用可能性】
【０１０５】
　本発明の排ガス浄化フィルタは、排ガス浄化フィルタの三次元構造体の隔壁に、無機酸
化物を担持し、次いで金属酸化物を担持し、最後にアルカリ金属硫酸塩を担持することに
よって、材料同士の反応が抑制され、各触媒の機能が発揮できるようになり、また、各触
媒が安定化するため、パティキュレート燃焼活性が高く、熱耐久性を向上させることがで
きるため非常に有用である。ディーゼル排ガス浄化の対象としては、自動車のみならず建
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設機械、発電機、フォークリフト、農耕器具、船舶など幅広く存在し適用可能である。さ
らに、石炭、石油系燃料、廃棄物等の燃焼過程で煤塵が発生する工場等などにも適用可能
である。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】本発明の実施の形態１の排ガス浄化フィルタを表す図
【図２】本発明の実施例の性能評価試験におけるカーボン残存率を示す模式図
【図３】実施例１～４および比較例１におけるパティキュレート燃焼活性（Ｔ５０）のグ
ラフ
【符号の説明】
【０１０７】
　１　隔壁
　２　セル
　３　プラグ
　４　排ガス
　５　無機酸化物
　６　金属酸化物
　７　アルカリ金属の硫酸塩

【図１】

【図２】

【図３】
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